
第１問 （配点 ２０）

〔�〕
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計算例� 各回の割り算の余りの例
分数を小数で表すときの仕組みについ

て考えよう。

例えば �
１３ は，計算例�のような割り

算を行うと小数で表すことができる。こ

の場合，�回目の割り算の余りは�で，

�回目の割り算の余りは�である。

�
１３ 以外の分数の場合も同様に，�回

目の割り算の余り，�回目の割り算の余

り，�回目の割り算の余り，…というこ

とにする。

 �
１３ を小数で表すと

０．１
�

５３abc
�

という循環小数となる。ただし，a，b，cは�から�までの数字とする。こ

のとき

a＝ ア ， b＝ イ ， c＝ ウ

である。
（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数 学 Ⅰ
（全 問 必 答）

― ３４ ― （２７０３―３４）



 m＜ nである自然数m，nに対し， m
n
を計算例�のようにして小数で表

すことを考える。mを nで割ったときの各回の割り算の余りに着目する

と，余りに�が出てくる場合は， m
n
は エ となる。余りに�が出てこ

ない場合は オ から， m
n
は カ となる。

エ ， カ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 整数 � 有限小数

� 循環小数 � 循環しない無限小数

オ の解答群

� 割り算を続けても同じ余りが出てくることはない

� 割り算を続けると必ず同じ余りが出てくる

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３５ ― （２７０３―３５）



 太郎さんと花子さんは，の循環小数０．１
�

５３abc
�

の小数部分を一つずつず

らして得られる循環小数０．５
�

３abc１
�

について話している。

太郎：０．５
�

３abc１
�

は０．１
�

５３abc
�

×１０からその整数部分の�を引いたもの

なので，０．５
�

３abc１
�

を分数で表すには

０．５
�

３abc１
�

＝ �１３ ×１０－�＝
２０－１３
１３ ＝ �１３

とすればよいね。さらにずらした０．３
�

abc１５
�

などもこの方法で求

められるね。

花子：分子の引き算２０－１３は，計算例�の�回目の割り算の余りを計

算するときにやったよ。だから�を１３で割ったときの各回の割

り算の余りに着目して考えると，さらにずらしたものも，太郎さ

んがしたような計算をしなくても求められるよ。
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計算例�（再掲）

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３６ ― （２７０３―３６）



� 循環小数０．３
�

abc１５
�

は

０．３
�

abc１５
�

＝ �１３ ×１０－ キ ＝
７０－１３× キ

１３

であるが，この分子の引き算７０－１３× キ は，計算例�の�回目の

割り算の余りを求めるときの引き算と同じである。

� 次の四つの循環小数

０．３
�

abc１５
�

， ０．a
�

bc１５３
�

， ０．b
�

c１５３a
�

， ０．c
�

１５３ab
�

をそれ以上約分できない分数で表したとき，その分子を小さい順に並べる

と

ク ， ケ ， コ ， サシ

である。
（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３７ ― （２７０３―３７）



〔�〕 自然数 nに関する条件 p，qを

p：nは１２の約数である

q：nは１８の約数である

とする。

 条件 p，qを用いて表された命題について，次のことが成り立つ。

次の�～�のうち，n＝�が反例となるのは ス と セ である。

ス ， セ の解答群（解答の順序は問わない。）

� 「 p q 」 � 「 q p 」

� 「 p q 」 � 「 q p 」

	 「 p q 」 
 「 q p 」

� 「 p q 」 � 「 q p 」

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ３８ ― （２７０３―３８）



 自然数 nに関する条件 rを

r：nは�の約数である

とする。このとき，次のことが成り立つ。

● rは，qであるための ソ 。

●（pかつ q）は，rであるための タ 。

ソ ， タ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 必要条件であるが，十分条件ではない

� 十分条件であるが，必要条件ではない

� 必要十分条件である

� 必要条件でも十分条件でもない

 aを自然数とする。自然数 nに関する条件 sを

s：nは aの倍数である

とする。このとき

命題 A：「 p （qまたは s）」

が真となる aの値のうち，最大のものは チ である。

また，a＝ チ のとき，命題 Aの逆は偽であり，命題 Aの逆に対す

る反例となる nの値のうち，最小のものは ツ である。

数学Ⅰ

― ３９ ― （２７０３―３９）



第２問 （配点 ３０）

〔�〕 �OABの辺 AB上に，点 A，Bと異なる点 Pをとる。�OAP，�OPB，
�OABの外接円の半径を，それぞれ R１，R２，R３とする。

 R１
R３
と R２
R１
を，線分の長さの比を用いて表そう。

R１＝
ア

２sin∠OAB

R３＝
イ

２sin∠OAB

である。したがって

R１
R３
＝

ア

イ

が成り立つ。
R２
R３
についても同様に考えることにより， R２

R１
は

R２
R１
＝ R３
R１
・ R２
R３
＝

ウ

エ

を満たすことがわかる。

ア ～ エ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� OA � OB � OP

� AB � AP 	 BP

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４０ ― （２７０３―４０）



 OA＝�，OB＝�，AB＝�とする。R１，R２，R３の間の大小関係につい

て考えよう。

� 点 Pが OP＝ OAを満たすとき

AP＝
オカ

キ

である。

� a＝
オカ

キ
とする。

R１，R２，R３の間の大小関係について，点 Pが�＜ AP＜ aを満たすとき

ク である。また，点 Pが a＜ AP＜�を満たすとき ケ である。

ク ， ケ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� R１＜ R２＜ R３ 	 R１＜ R３＜ R２


 R２＜ R１＜ R３ � R２＜ R３＜ R１

� R３＜ R１＜ R２ 
 R３＜ R２＜ R１

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４１ ― （２７０３―４１）



〔�〕 以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて４６ページの三角比の表

と，４７ページの平方根の表を用いてもよい。

水平な地面の上空を飛行機 Pが飛んでおり，太郎さんはその地面上の点 O

から飛行機 Pを見ている。以下では，目の高さと飛行機 Pの大きさは無視し

て考える。飛行機 Pから地面に下ろした垂線と地面との交点を Qとすると

き，∠POQを飛行機 Pを見上げる角といい，線分 PQの長さを飛行機 Pの高

さという。飛行機 Pは，高さと速さを一定に保ちながらまっすぐに飛んでい

るものとする。

ある時刻に，飛行機 Pを見上げる角が４５°であったとし，そのときの飛行機

Pの位置を A，点 Aから地面に下ろした垂線と地面との交点を Bとする。ま

た，その１４０秒後に，飛行機 Pを見上げる角が３０°であったとし，そのときの

飛行機 Pの位置を C，点 Cから地面に下ろした垂線と地面との交点を Dとす

る。さらに，∠BOD＝１５０°であったとする。

飛行機 Pが点 Aから点 Cまで線分 AC上を飛ぶ間における，飛行機 Pを見

上げる角∠POQの大きさについて考察しよう。

D

A CP

B

O

Q

参考図
（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４２ ― （２７０３―４２）



 飛行機 Pの高さを hとする。

� ∠POQは

tan∠POQ＝ コ

を満たす。また，AB＝ CD＝ hより

OB＝ h， OD＝� サ h， BD＝� シ h

および

cos∠OBD＝
ス � セ

ソタ

である。

コ の解答群

� OP・h � OQ・h � �
OP・h � �

OQ・h

� OP
h

	 OQ
h


 h
OP

� h
OQ

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４３ ― （２７０３―４３）



� 飛行機 Pが点 Aを通過してから７０秒後の位置にあるとき

OQ＝ h

チ

である。また，このときの∠POQの大きさは ツ である。

D

A CP

B

O

Q

参考図（再掲）

ツ の解答群

� ４０°以上４５°未満 � ４５°以上５０°未満

� ５０°以上５５°未満 � ５５°以上６０°未満

� ６０°以上６５°未満 � ６５°以上７０°未満

	 ７０°以上７５°未満 
 ７５°以上８０°未満

� ８０°以上８５°未満 � ８５°以上９０°未満

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４４ ― （２７０３―４４）



 太郎さんは，飛行機 Pが点 Aを通過してから何秒後に∠POQの大きさが

最大になるかを，∠POQの大きさと線分 OQの長さの関係に着目して考え

ている。

∠POQの大きさが最大になるのは，点 Qが テ のときであり，飛行

機 Pが点 Aを通過してから トナ 秒後である。また，このときの∠POQ

の大きさは ニ である。

テ の解答群

� 線分 BDの中点

� ∠BODの二等分線と線分 BDとの交点

� 点 Oから線分 BDに下ろした垂線と線分 BDとの交点

ニ の解答群

� ４０°以上４５°未満 � ４５°以上５０°未満

� ５０°以上５５°未満 � ５５°以上６０°未満

� ６０°以上６５°未満 � ６５°以上７０°未満

� ７０°以上７５°未満 	 ７５°以上８０°未満


 ８０°以上８５°未満 � ８５°以上９０°未満

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４５ ― （２７０３―４５）



三角比の表

角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan） 角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan）

０° ０．００００ １．００００ ０．００００ ４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００
１° ０．０１７５ ０．９９９８ ０．０１７５ ４６° ０．７１９３ ０．６９４７ １．０３５５
２° ０．０３４９ ０．９９９４ ０．０３４９ ４７° ０．７３１４ ０．６８２０ １．０７２４
３° ０．０５２３ ０．９９８６ ０．０５２４ ４８° ０．７４３１ ０．６６９１ １．１１０６
４° ０．０６９８ ０．９９７６ ０．０６９９ ４９° ０．７５４７ ０．６５６１ １．１５０４
５° ０．０８７２ ０．９９６２ ０．０８７５ ５０° ０．７６６０ ０．６４２８ １．１９１８
６° ０．１０４５ ０．９９４５ ０．１０５１ ５１° ０．７７７１ ０．６２９３ １．２３４９
７° ０．１２１９ ０．９９２５ ０．１２２８ ５２° ０．７８８０ ０．６１５７ １．２７９９
８° ０．１３９２ ０．９９０３ ０．１４０５ ５３° ０．７９８６ ０．６０１８ １．３２７０
９° ０．１５６４ ０．９８７７ ０．１５８４ ５４° ０．８０９０ ０．５８７８ １．３７６４
１０° ０．１７３６ ０．９８４８ ０．１７６３ ５５° ０．８１９２ ０．５７３６ １．４２８１
１１° ０．１９０８ ０．９８１６ ０．１９４４ ５６° ０．８２９０ ０．５５９２ １．４８２６
１２° ０．２０７９ ０．９７８１ ０．２１２６ ５７° ０．８３８７ ０．５４４６ １．５３９９
１３° ０．２２５０ ０．９７４４ ０．２３０９ ５８° ０．８４８０ ０．５２９９ １．６００３
１４° ０．２４１９ ０．９７０３ ０．２４９３ ５９° ０．８５７２ ０．５１５０ １．６６４３
１５° ０．２５８８ ０．９６５９ ０．２６７９ ６０° ０．８６６０ ０．５０００ １．７３２１
１６° ０．２７５６ ０．９６１３ ０．２８６７ ６１° ０．８７４６ ０．４８４８ １．８０４０
１７° ０．２９２４ ０．９５６３ ０．３０５７ ６２° ０．８８２９ ０．４６９５ １．８８０７
１８° ０．３０９０ ０．９５１１ ０．３２４９ ６３° ０．８９１０ ０．４５４０ １．９６２６
１９° ０．３２５６ ０．９４５５ ０．３４４３ ６４° ０．８９８８ ０．４３８４ ２．０５０３
２０° ０．３４２０ ０．９３９７ ０．３６４０ ６５° ０．９０６３ ０．４２２６ ２．１４４５
２１° ０．３５８４ ０．９３３６ ０．３８３９ ６６° ０．９１３５ ０．４０６７ ２．２４６０
２２° ０．３７４６ ０．９２７２ ０．４０４０ ６７° ０．９２０５ ０．３９０７ ２．３５５９
２３° ０．３９０７ ０．９２０５ ０．４２４５ ６８° ０．９２７２ ０．３７４６ ２．４７５１
２４° ０．４０６７ ０．９１３５ ０．４４５２ ６９° ０．９３３６ ０．３５８４ ２．６０５１
２５° ０．４２２６ ０．９０６３ ０．４６６３ ７０° ０．９３９７ ０．３４２０ ２．７４７５
２６° ０．４３８４ ０．８９８８ ０．４８７７ ７１° ０．９４５５ ０．３２５６ ２．９０４２
２７° ０．４５４０ ０．８９１０ ０．５０９５ ７２° ０．９５１１ ０．３０９０ ３．０７７７
２８° ０．４６９５ ０．８８２９ ０．５３１７ ７３° ０．９５６３ ０．２９２４ ３．２７０９
２９° ０．４８４８ ０．８７４６ ０．５５４３ ７４° ０．９６１３ ０．２７５６ ３．４８７４
３０° ０．５０００ ０．８６６０ ０．５７７４ ７５° ０．９６５９ ０．２５８８ ３．７３２１
３１° ０．５１５０ ０．８５７２ ０．６００９ ７６° ０．９７０３ ０．２４１９ ４．０１０８
３２° ０．５２９９ ０．８４８０ ０．６２４９ ７７° ０．９７４４ ０．２２５０ ４．３３１５
３３° ０．５４４６ ０．８３８７ ０．６４９４ ７８° ０．９７８１ ０．２０７９ ４．７０４６
３４° ０．５５９２ ０．８２９０ ０．６７４５ ７９° ０．９８１６ ０．１９０８ ５．１４４６
３５° ０．５７３６ ０．８１９２ ０．７００２ ８０° ０．９８４８ ０．１７３６ ５．６７１３
３６° ０．５８７８ ０．８０９０ ０．７２６５ ８１° ０．９８７７ ０．１５６４ ６．３１３８
３７° ０．６０１８ ０．７９８６ ０．７５３６ ８２° ０．９９０３ ０．１３９２ ７．１１５４
３８° ０．６１５７ ０．７８８０ ０．７８１３ ８３° ０．９９２５ ０．１２１９ ８．１４４３
３９° ０．６２９３ ０．７７７１ ０．８０９８ ８４° ０．９９４５ ０．１０４５ ９．５１４４
４０° ０．６４２８ ０．７６６０ ０．８３９１ ８５° ０．９９６２ ０．０８７２ １１．４３０１
４１° ０．６５６１ ０．７５４７ ０．８６９３ ８６° ０．９９７６ ０．０６９８ １４．３００７
４２° ０．６６９１ ０．７４３１ ０．９００４ ８７° ０．９９８６ ０．０５２３ １９．０８１１
４３° ０．６８２０ ０．７３１４ ０．９３２５ ８８° ０．９９９４ ０．０３４９ ２８．６３６３
４４° ０．６９４７ ０．７１９３ ０．９６５７ ８９° ０．９９９８ ０．０１７５ ５７．２９００
４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００ ９０° １．００００ ０．００００ ―

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４６ ― （２７０３―４６）



平方根の表

n �n n �n

１ １．００００ ２６ ５．０９９０
２ １．４１４２ ２７ ５．１９６２
３ １．７３２１ ２８ ５．２９１５
４ ２．００００ ２９ ５．３８５２
５ ２．２３６１ ３０ ５．４７７２

６ ２．４４９５ ３１ ５．５６７８
７ ２．６４５８ ３２ ５．６５６９
８ ２．８２８４ ３３ ５．７４４６
９ ３．００００ ３４ ５．８３１０
１０ ３．１６２３ ３５ ５．９１６１

１１ ３．３１６６ ３６ ６．００００
１２ ３．４６４１ ３７ ６．０８２８
１３ ３．６０５６ ３８ ６．１６４４
１４ ３．７４１７ ３９ ６．２４５０
１５ ３．８７３０ ４０ ６．３２４６

１６ ４．００００ ４１ ６．４０３１
１７ ４．１２３１ ４２ ６．４８０７
１８ ４．２４２６ ４３ ６．５５７４
１９ ４．３５８９ ４４ ６．６３３２
２０ ４．４７２１ ４５ ６．７０８２

２１ ４．５８２６ ４６ ６．７８２３
２２ ４．６９０４ ４７ ６．８５５７
２３ ４．７９５８ ４８ ６．９２８２
２４ ４．８９９０ ４９ ７．００００
２５ ５．００００ ５０ ７．０７１１

数学Ⅰ

― ４７ ― （２７０３―４７）



第３問 （配点 ３０）

〔�〕 f（x）＝ x２－�xとする。



� �次不等式 f（x）≦－�の解は

ア －� イ ≦ x≦ ア ＋� イ

である。

� �次関数 y＝ f（x）のグラフの軸は直線 x＝ ウ である。また，

y＝ f（x）の最小値は エオ である。

� �≦ x≦	における y＝ f（x）の最大値は カ である。

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４８ ― （２７０３―４８）



 sを正の定数とする。の エオ が，�≦ x≦ sにおける y＝ f（x）の

最小値となるための必要十分条件は s≧ キ である。

�＜ s＜ キ のとき，�≦ x≦ s における y＝ f（x）の最小値は

ク である。

ク の解答群

� － s－� � － s＋� � s－� � s＋�

� － s２－	s 
 － s２＋	s � s２－	s � s２＋	s

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ４９ ― （２７０３―４９）



 kを正の定数とし

g（x）＝ x２－�kx

とする。�次関数 y＝ g（x）のグラフの頂点の座標を（p，q）とする。

sを正の定数とする。太郎さんと花子さんは，�≦ x≦ sにおける

y＝ g（x）の最小値について考えている。

太郎：f（x）と違って，g（x）は kを含む式になっているね。

花子：そうだね。y＝ g（x）のグラフの軸の位置に注目して最小値を考

えてみよう。

� �≦ x≦ sにおける y＝ g（x）の最小値が qであるための必要十分条件

として，次の�～�のうち，正しいものは ケ である。

ケ の解答群

� s≧ k � s＝ k 	 s≦ k


 s≧�k � s＝�k � s≦�k


 s≧�k � s＝�k � s≦�k

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５０ ― （２７０３―５０）



� �≦ x≦ sにおける y＝ g（x）の最小値に関して，次の命題，の

真偽の組合せとして正しいものは コ である。

 k＞�かつ s＝ k＋�ならば，最小値は qである。

 k＞�かつ s＝�k－�ならば，最小値は qである。

� � � 	

 真 真 偽 偽

 真 偽 真 偽

コ の解答群

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５１ ― （２７０３―５１）



〔�〕 花子さんと太郎さんは，コンピュータを使って，関数 y＝ ax２＋ bx＋ cの

グラフを表示させている。

 花子さんが a，b，cの値を a＝�，b＝－�，c＝�と定めると，グラフ

として放物線が表示された。この放物線の頂点の座標は

�
�

サ

シ
，

ス

セ
�
�

である。
（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５２ ― （２７０３―５２）



 花子さんと太郎さんは，a＝�，b＝－�，c＝�と定めたとき，関数

y＝�x２－�x＋�のグラフが，点 P（�，�）と点 Q（�，�）を通ることに気

づいて，コンピュータの画面を見ながら，次のように話している。

花子：このグラフは�点 P（�，�），Q（�，�）を通っているね。

太郎：aの値を変えるとグラフはどうなるのかな。

花子：aの値だけを変えたら，P，Qを通らなくなったよ。P，Qを通る

ようにするには，aの値に応じて bと cの値をどう変えたらよい

のかな。

�でない実数 aに対して

b＝ ソ － タ a

c＝ チ ＋ ツ a

とすれば，関数

y＝ ax２＋�	 ソ － タ a
�x＋ チ ＋ ツ a … 

のグラフは�点 Pと Qを通る。
（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５３ ― （２７０３―５３）



 太郎さんと花子さんは，aの値を�より大きい範囲で変えながら，
関数のグラフを表示させて，頂点の y座標について考えている。

P

Q

参考図

太郎：aの値を�より大きい範囲で変えながら，関数のグラフの頂

点を考えてみようよ。

花子：グラフの頂点の y座標が最大になるような関数はどのようなもの

なのかな。

太郎：グラフの頂点の座標を aの式で表して考えるのは，私たちには

難しそうだね。別のやり方はないかな。

花子：グラフを表示してみたら，�点 P（�，�），Q（�，�）とグラフの

頂点との関係がわかるね。

太郎：どの aに対しても，関数のグラフは必ず Pと Qを通るね。

花子：しかも aが正の実数だから，関数のグラフは下に凸で，頂点

はグラフの一番下になるね。

太郎：そう考えると，頂点の y座標が最大になるようなグラフが予想で

きるね。

グラフの頂点の y座標の最大値は テ であり，頂点の y座標が最大に

なる aの値は
ト

ナ
である。

（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５４ ― （２７０３―５４）



 次に，花子さんと太郎さんは，aの値を�より小さい範囲で変えながら，

関数のグラフを表示させている。このとき，次の，，のうちで，

起こり得るものは ニ 。

 関数のグラフが点（�，�）を通る。

 関数のグラフと x軸の負の部分が交わる。

 関数のグラフの頂点の x座標が�以下である。

ニ の解答群

� ない

� だけである

� だけである

� だけである

	 とだけである


 とだけである

� とだけである

� ととのすべてである

数学Ⅰ

― ５５ ― （２７０３―５５）



第４問 （配点 ２０）

〔�〕 太郎さんと花子さんは，令和�年度の全国体力・運動能力，運動習慣等調査

（４７都道府県ごと）の結果を用いて，小学校第�学年の男子児童と中学校第�

学年の男子生徒について，「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをするこ

とは好きですかという質問に対して，好きと回答した児童・生徒の割合」（以

下，スポーツ好き）と「反復横とびの点数の平均値」（以下，反復横とび）の関係

を調べることにした。

なお，以下の図については，スポーツ庁のWebページをもとに作成してい

る。

 太郎さんは，スポーツ好きと反復横とびについて，小学校第�学年と中学

校第�学年を合わせて図�のような散布図を作成した。

(％)

(点)

スポーツ好き
60 65 70 75

40
42
44
46
48
50
52
54

38

反
復
横
と
び

図� スポーツ好きと反復横とびの散布図
（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５６ ― （２７０３―５６）



太郎さんと花子さんは，図�について話している。

太郎：図�の点全体の散らばりの様子を見ると負の相関があるように思

えるけど，一つの集団に見えないね。

花子：仮に，全体のデータで相関係数を計算したらどうなるかな。

図�におけるスポーツ好きと反復横とびの相関係数は－０．８５であった。

図�の点全体の散らばりの様子から，小学校第�学年と中学校第�学年を合

わせた全体について，スポーツ好きと反復横とびの間に負の相関があるとし

たとき，次のことがいえる。

小学校第�学年と中学校第�学年を合わせた全体について，スポーツ好き

が増えると，反復横とびは ア 。

ア については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� 増える傾向がみられる

� 減る傾向がみられる

� 増える傾向も減る傾向もみられない

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５７ ― （２７０３―５７）



 太郎さんと花子さんは，を振り返りながら話している。

太郎：図�では二つの集団に見えるから，小学校第�学年と中学校第�

学年は別々にして考えた方がいいよね。

花子：それぞれの散布図を作成して，相関係数も調べてみよう。

図�は小学校第�学年について，図�は中学校第�学年について，スポー

ツ好きと反復横とびの散布図を作成したものである。

(％)

(点)

スポーツ好き
66 7068 7472 76

40

42

44

43

41

39

38

反
復
横
と
び

図� スポーツ好きと反復横とびの
散布図（小学校第�学年）

(％)

(点)

スポーツ好き
58 6260 686664 70

50

52

51

49

53

48

反
復
横
と
び

図� スポーツ好きと反復横とびの
散布図（中学校第�学年）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５８ ― （２７０３―５８）



図�におけるスポーツ好きと反復横とびの相関係数は０．０７であった。

図�におけるスポーツ好きと反復横とびの相関係数はおよそ イ であ

る。

イ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� －０．９ � －０．７ � ０．１ � ０．７ � ０．９

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５９ ― （２７０３―５９）



 太郎さんと花子さんは，散布図においていくつかの集団があるときの全体

の相関係数について関心をもち，簡単な例で考えることにした。

変量 x，yの値の組

（－�，�），（�，－�）

を考える。このとき，相関係数は－�となる。

この二つの値の組に，（－�，�），（�，－�）と（�，�），（�，�）を加え

た，合計六つの値の組を，データWと呼ぶことにする。また，データWの

x，yの平均値をそれぞれ x，y，分散をそれぞれ sx２，sy２，共分散を sxyとす

る。

データWの xと yの相関係数を rxyとし，この rxyについて考えよう。な

お，必要に応じて，次に示す表�の計算表を用いて考えてもよい。

表� 計算表

x y x－ x y－ y （x－ x）（y－ y）

－� �

� －�

－� �

� －�

� �

� �

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ６０ ― （２７０３―６０）



� x＝ ウ ，sx２＝ エ ，sxy＝ オ である。

ウ の解答群

� � � � � � 	 
 � �
�

� 


 � 


� � �

 � １１

� � �
�

エ の解答群

� �
� � � � � 	 
 � 





� � � 

� � �


 � １１
� � １０

オ の解答群

� � � � � － 

� 	 －� � － ��

� － �

 � �


 � �
� � 


�

� sx２＝ sy２であることに着目すると，rxy＝ カ となることがわか

る。

カ の解答群

� � � － �

 � － �� 	 － �� � － ��

� �
� � �

� � �
� � �




（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ６１ ― （２７０３―６１）



 aを正の数とする。変量 x，yの二つの値の組（－�，�），（�，－�）に

（－�－ a，�－ a），（�－ a，－�－ a），

（－�＋ a，�＋ a），（�＋ a，－�＋ a）

を加えた，合計六つの値の組を，データW′と呼ぶことにする。

相関係数が正であるための必要十分条件は，共分散が正であることであ

る。したがって，データW′の xと yの相関係数が正であるための必要十分

条件は

a＞�
キ

ク

である。
（数学Ⅰ第４問は６４ページに続く。）
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〔�〕 データの値が a１，a２であるものをデータ A，データの値が b１，b２であるも
のをデータ Bとし，これらを合わせた四つのデータの値

a１，a２，b１，b２

をそれぞれ

z１，z２，z３，z４

とおき，これをデータ Zと呼ぶことにする。データ A，B，Zの分散をそれぞ
れ sA２，sB２，sZ２とするとき，それらの関係について考えよう。

データ A，B，Zの平均値をそれぞれ a，b，zとし，k＝ a－ zとおく。以
下では，k≠�の場合を考える。このとき，P，Qを

P＝（z１－ z）２＋（z２－ z）２

Q＝（z３－ z）２＋（z４－ z）２

とおくと

P＝（z１－ z）２＋（z２－ z）２

＝（a１－ z）２＋（a２－ z）２

＝｛（a１－ a）＋ k｝２＋｛（a２－ a）＋ k｝２

であり

sA２＝
P－ ケ k２

�

となることがわかる。同様にして

sB２＝
Q－ ケ k２

�

となることもわかる。
（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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これらのことと k≠�に着目すると，sA２，sB２，sZ２の関係として，次の�～

�のうち，正しいものは コ であることがわかる。

コ の解答群

� kの値によらず，つねに sZ２＝ �� sA
２＋ �� sB

２が成り立つ。

� kの値によらず，つねに sZ２＜ �� sA
２＋ �� sB

２が成り立つ。

� kの値によらず，つねに sZ２＞ �� sA
２＋ �� sB

２が成り立つ。

� sZ２と �� sA
２＋ �� sB

２の大小関係は，kの値によって変わる。

数学Ⅰ

― ６５ ― （２７０３―６５）




